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令和８年 第２回野田市議会定例会 （会期 2月 26日～3月 24日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の野田市一般会計及び特別会計、水道・下水道事業会計のそれぞれの予算について審議し

た結果、可決されました。 一般会計の予算規模は６16 億 5,800 万円(R7 年当初予算比 15 億

1,100 万円増)となり過去最大規模の当初予算となった。 歳入では、賃上げ等に伴う個人所得の伸び

や企業収益の改善、物流施設の新設などにより、市税全体で前年度当初予算比 約 18 億 3,500 万円

（7.6％）の増収が見込まれています。一方で、市税や各種交付金の増収により普通交付税は 約 7 億

1,500 万円の減収となり、臨時財政対策債については前年度に引き続き新規発行額はゼロとなりまし

た。これらを踏まえても、市税等を中心とした一般財源総額は大きく伸びています。歳出では、高齢化

などに伴う社会保障関係費の増加に加え、物価上昇や賃上げの影響による経常経費が増えています。

さらに、学校給食センター整備や中学校体育館への空調設備設置、義務教育学校整備などの大規模事

業や、公共施設の老朽化対策が重なり、普通建設事業費も増加しました。このため、年度間調整や基金

の活用などにより財源を確保し、収支の均衡を図るなど、必要な一般財源の確保が非常に厳しい予算

編成となりましたが、子ども医療費助成や子ども未来教室の拡充など、 

子育て・教育施策を重視した予算となっています。 

Ⅰ.子ども医療費助成金の拡充 

平成 27 年 8 月診療分から、子どもの医療費助成について中学 3 年生までを対象に自己負担金の無料化を段階的に

進めてきました。令和 5 年 8 月からは、中学 3 年生までのすべての子どもの医療費を完全無料化しています。 

さらに、令和 6 年 8 月からは助成対象を高校生まで拡大し、自己負担金を通院 1 回（入院は 1 日）につき 

500 円としました。このたび、子育て世帯の経済的負担の更なる軽減を図るため、令和 8 年 8 月から 

高校生の自己負担金を 300 円に引き下げ、制度の拡充を実施します。 

▸令和８年度予算 主な事業 

Ⅱ．避難所となる体育館の環境改善 （空調設備設置・トイレの洋式化） 

災害時に避難所として使用される学校体育館について、近年の猛暑を踏まえた対策として空調設備の整備を計画的に

進めています。令和 7 年度は中学校 5 校で設置工事を実施しており、令和 8 年度は福田中学校を除く残り 5 校で工

事を行うことで、市内中学校 11 校すべてで整備が完了する予定です。あわせて、小学校 3 校の体育館についても、設

置に向けた実施設計を行います。また、避難生活の負担軽減と衛生環境の向上を図るため、体育館等のトイレの洋式化

を進めており、令和 8 年度は和式トイレが残る中学校 9 校で改修工事を実施します。さらに、令和 9 年度に空調整備

を予定している総合公園体育館では、空調工事と併せてトイレ改修を行うための実施設計を行います。 

▸令和８年度 一般会計予算について 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．（仮称）高架下スポーツパーク整備事業について 

野田市駅南側の高架下に、３×３バスケットボールコート及びスケートボードパークを整備する。また、プロバスケットボー

ルチーム「千葉ジェッツふなばし」と締結した野田市駅周辺エリア活性化に伴うエリア連携協定に基づき、バスケットボール

やスケートボードに加え、チアリーダーによるダンス教室や健康体操教室を実施します。これにより、子どもや若者の健全

育成、世代を超えた交流の促進、スポーツイベント開催による交流人口の増加、にぎわい創出など、スポーツを活用したま

ちづくり及び地域振興活動の拠点の一つとして、１１月のオープンに向けて整備を進めていきます。 

Ⅳ．指定ごみ袋制度について 

指定ごみ袋制度は、ごみの減量と分別の徹底を目的に平成 7 年度から実施しており、一定の成果を上げてきました。しか

し、制度開始から 30 年が経過し、最終処分場のひっ迫やごみ処理費の高騰に加え、記名制に伴うプライバシーへの配慮

など、社会環境の変化により新たな課題が顕在化しています。このため、市では制度の効果や課題を改めて検証し、継続

すべき点は継続しつつ、見直すべき点は見直すなど、より時代に適した制度となるよう検討を進めていきます。 

▸鈴木市長による市政一般報告要旨 

▸活動報告 

Ⅱ.環境美化の取組みについて 

環境美化の取組みとして、これまで梅郷駅周辺を重点区

域に指定し、ポイ捨てや路上喫煙防止対策を進めてきまし

たが、さらなる環境改善を図るため、新たに川間駅北口・

南口周辺を重点区域に追加しました。今後は、看板や路面

表示の整備、防犯推進員によるパトロールの実施、 

広報や啓発活動を強化し、 

駅周辺の環境美化と 

快適なまちづくりを 

一層推進していきます。 

 
 
 

普段生活している中で、『市をもっとこうしてほしい』 『これを直してほしい』と 

いった要望事項がありましたら、お気軽にご連絡をください。 

皆さまの声を市政に届けます！ご連絡をお待ちしております！  

★メール kei1.takimoto@gmail.com 

★TEL 080-5174-4312  ★ＦＡＸ 047-413-0470 

【事務所】〒278-0005 千葉県野田市宮崎 96-4  

 

 

ホームページ Instagram 

 
★皆さまの市に対する要望をお聞かせください♪ 

Ⅲ. 高校生レストラン「のだかまキッチン」について 

野田市と学校法人野田鎌田学園が連携し、市役所 8 階レ

ストランを活用した高校生レストラン「のだかまキッチン」

が、5 月 12 日にオープンします。高校生がレストラン運営

に携わる実践的な学びの場として、3 月のレセプション、4

月のプレオープンを経て本格始動します。若い力による地

域のにぎわい創出が期待されます。 

出初式・成人式に出席 

 

 

 

 

 

 

今年も野田ガスホールで開催された

「消防出初式」と、翌日の「成人式 

～二十歳の集～」に出席してきました。 

第 4 ブロック議員合同研修会に参加 

年に一度、東葛地域の 8 市の市議会議員が一堂に会し、 

合同研修会が実施されています。本年は我孫子市において 

開催され、拓殖大学の川村教授より「地方議会のデジタル化」 

という演題で講義をいただきました。 

 

 

 

 

 

つくば野田線改良整備の促進に関する要望活動 

主要地方道つくば野田線の改良整備について、 

茨城県側各市と共同で県に要望書を提出し、 

野田市として目吹橋の早期 4 車線化を強く求めました。 
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